
－７－ 

Ⅰ－３．事業助成 
 

１． 募集・応募・選出状況 

第２６回（2010 年度）は、以下により実施しました。 

        （1）募集 

次の内容で募集を行いました。昨年度に引き続き、募集期間を前期・後期の年２回としました。 

(a)助成趣旨 

学会・研究機関等が中国地方で開催する小中高の生徒を対象とした「科学体験」に関する研究会等で、

科学技術振興に有意義と認められるものに対し、その費用の一部もしくは全額を助成します。 

(b)助成対象 

中国地方の大学（含、附属研究機関）、高等専門学校に所属（常勤）し、申請事業の開催責任者また

は出版物の主なる著者によって、２０１０年６月から２０１１年５月に実施される 

・ 研究者による「科学体験」事業の開催 

・ 学会・シンポジウム等の「科学体験」推進に関する研究会の開催 

・ 「科学体験」に関する研究成果出版物の刊行、教材等の試作 

・ その他、「科学体験」に関し財団が有意義と認めるもの 

(c)募集方法  事業責任者による申請方式 

(d)対象地域  中国地方 

(e)助成金総額  １５０万円 

(f)助成件数  １５件程度 (前期：１０件程度、後期：５件程度) 

(g)１件当たり助成金額 １０万円 

(h)助成期間  ２０１０年６月から２０１１年５月 

(i)募集期間  （前期）２０１０年４月 1 日～４月２２日 

   （後期）２０１０年７月 1 日～７月２２日 

        （2）応募・選出状況 

本年度は、前期１５件、後期４件の助成申請書を受理しました。その内訳は、以下のとおりです。 

(a) 地域別  ・鳥取県 ０件  ・広島県 ５件 

・島根県 ２件  ・山口県 ３件 

・岡山県 ９件 

(b) 分野別  (1)体験事業の開催   １７件 

(2)研究会等の開催    ２件 

(3)成果出版物の発刊・教材等の試作  ０件 

(4)その他     ０件 

(c) 若手研究者(４０才以下)    １１件 (５８％) 

（3）助成対象者の選出 

マツダ事業助成－科学技術振興関係－選考委員会(５月１７日、８月１７日)において慎重に審査された

結果、助成候補として１３件が選出され、第８１回評議員会および第９６回理事会(６月１８日開催)な

らびに、第８２回評議員会および第９７回理事会(９月２７日開催)において報告されました。 


